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第３期出雲市保幼小連携推進基本計画の一部改訂について 

 

　令和６年２月に策定した「第３期出雲市保幼小連携推進基本計画（計画期間：令和６年

度～令和１０年度）」(以下「第３期計画」という。)について、第３期計画策定後の本市

の取組状況等を踏まえ、一部改訂（見直し）を行いました。 

 

１　改訂の理由 

　　令和４年３月に文部科学省から「幼保小の架け橋プログラム」が発表され、翌年には

「学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協働に

よる架け橋期の教育の充実～」が示されました。その中で、５歳児から小学校１年生ま

での２年間を「架け橋期」として焦点をあて、生涯に渡る学びや生活の基盤をつくるた

め、「架け橋期のカリキュラム※１」を策定し、評価することとされました。 

　本市では、現在、県の幼小連携・接続推進実践研究事業（令和７年度～令和９年度）

を受託し、架け橋期における教育の充実を図るため、モデル校区を指定して、幼児教育

施設と小学校が協働して架け橋期のカリキュラムを策定する取組を進めています。 

　また、この研究事業の成果を踏まえ、市内全小学校区（または中学校区）において、

架け橋期のカリキュラムを策定することとしました。 

こうした状況を踏まえ、「第３期計画」の一部を改訂するものです。 

 

２　改訂の概要 

（１）架け橋期のカリキュラムの策定・評価を第３期計画へ位置づける。 

（２）接続期のカリキュラムの見直しを第３期計画へ位置づける。 

 

３　改訂の詳細 

（１）保育所・幼稚園・認定こども園・小学校が協働して、架け橋期のカリキュラム 

を、令和９年度末までに、全小学校区（または中学校区）ごとに策定すること 

を追記します。 

（２）架け橋期のカリキュラムの策定を受け、接続期のカリキュラム※２（アプロー 

チカリキュラム※３とスタートカリキュラム※４をあわせたもの）の見直しを 

図ることを追記します。 

（３）いずれのカリキュラムも、実践しながら成果や課題を明らかにする等、ＰＤＣ 

Ａサイクルで評価・改善していくことを追記します。 

 

※１　架け橋期のカリキュラム 

…５歳児から小学校１年生までの２年間を対象とした教育の全体計画 

※２　接続期のカリキュラム　 

…アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムをあわせたもの 

※３　アプローチカリキュラム 

…５歳児後半（１０月から３月）の半年間を対象とした教育の全体計画 

※４　スタートカリキュラム 

…１年生前半（４月から９月）の半年間を対象とした教育の全体計画 
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【参考】 

１　保幼小連携推進事業の趣旨 

幼児期から学童期への円滑な接続のため、幼児期教育と小学校教育の連携の強化を図 

り、保幼小が連携した教育システムを構築することで、全市で統一的に保幼小連携を

推進するとともに、それぞれの教育の質の向上と活性化を図る。 

 

２　主な事業の内容 

（１）保幼小連携のあり方の研究 

保育所・幼稚園・小学校等の職員で構成された出雲市保幼小連携推進委員会に 

　　おいて、保幼小連携のあり方を調査研究する。 

 

（２）保幼小連携の推進 

保育所・幼稚園・認定こども園・小学校で連携担当者を設置し、連絡協議会を 

設けるなど、教職員相互の連携・協力・交流体制を整えるとともに、幼児と児童 

相互の交流活動の充実を図る。 

 

（３）「保幼小交流の日」の実施 

翌年の小学校就学予定児及びその保護者を対象にした小学校との交流活動「出 

雲市保幼小交流の日」を実施する。

（小学校のみで策定）（保・幼・認のみで策定）

（小学校のみで策定）（保・幼・認のみで策定）

（校区の保・幼・認・小で協働策定）
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用語について 

 

本計画において用いる用語の指す内容は、次のとおりとします。ただし、固有名詞や

常套的表現等については除きます。 

 

 

 

 

 区分 用いる用語 指す内容

 

子
ど
も

幼児 保育所・認定こども園及び幼稚園の園児

 年長児 ５歳児

 年中児 ４歳児

 児童 小学生

 
校
種
等

保育所等 保育所及び認定こども園

 所・園・校 保育所・認定こども園・幼稚園及び小学校

 
職
員

保育士等 保育所及び認定こども園の保育士及び他の職員

 保幼小職員 保育士等・幼稚園の教職員及び小学校の教職員
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は じ め に 
 
　本市では、幼児の生活・発達や学びの連続性を踏まえて幼児教育と小学校教育を円滑に

接続・連携させていくことを目指し、平成１９年度から保幼小一貫教育（平成２５年度か

ら保幼小連携）推進の取組を開始しました。 
平成２６年４月には、出雲市保幼小連携推進基本計画を策定し、幼児と児童の交流や保

幼小職員の連携、保護者や地域への啓発活動、接続期カリキュラムの接続等の取組を行っ

てきました。そして、各所・園・校対象の「保幼小連携チェックシート」による評価をし

ながら、次年度の事業計画や研修内容等の充実を図ってきました。 
その中で、全市一斉に「保幼小交流の日」を実施しており、幼児・保護者の参加率も高

く、就学への期待や安心感を育む機会となっています。また､保幼小職員合同研修会の開催

等により、保幼小職員の「顔の見える連携」や各所・園・校における接続期カリキュラム

の作成が進んできました。 
また、平成２９年３月に改訂された保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定

こども園教育・保育要領及び小学校学習指導要領では、これまで以上に保幼小連携を強化

し、連続性と一貫性をもった幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図ることの重要性

が示されました。 
　こうした状況を踏まえ、これまでの保幼小連携の成果と課題を整理し、さらに子どもた

ちの育ちと学びのつながりを大切にした保幼小連携を推進するため、平成３１年４月に「第

２期出雲市保幼小連携推進基本計画（以下、「第２期計画」という。）を策定しました。こ

の計画では、主に接続期カリキュラムの充実や年中児の時期からの情報共有等についての

推進を図ることとしました。 
　しかし、第２期計画期間中の令和２年度には、新型コロナウイルス感染症が拡大し、保

幼小連携に係る交流や研修会の中止を余儀なくされました。そのような状況下ではありま

したが、工夫をしながら新たな取組をするなど、一定の成果をあげています。市全体で先

進的に取り組んできた保幼小連携が、着実に根付いてきていることが強みとなっています。 
　この度、第２期計画の成果や課題を整理するとともに、「幼保小の架け橋プログラム」（令

和４年４月 文部科学省）も踏まえた実践を目指し、令和６年度から令和１０年度までを計

画期間とする「第３期出雲市保幼小連携推進基本計画（以下、「第３期計画」という。）」を

策定しました。 
この計画をもとに、各所・園・校が家庭・地域と連携しながら、それぞれの保育・教育

をより一層充実していくことを願っています。 
最後に、この計画の策定にあたり、多大なるご尽力をいただいた出雲市保幼小連携推進

委員の皆様に心から感謝を申しあげます。 
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１　保育所等・幼稚園・小学校の現状 

⑴　保育所・幼稚園・認定こども園・小学校の設置状況（令和８年５月１日現在） 

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

⑵　小学校の現状 

小学校１年生は、保育所・認定こども園から７７％、幼稚園から１９％、その他か

ら４％が入学している（令和８年度）。 

小学校への入学状況は、小学校区内の保育所等及び幼稚園から入学している学校や、

校区内のみならず、校区外の保育所等及び幼稚園から入学する学校もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分
出 雲 

地 域

平 田 

地 域

佐 田 

地 域

多 伎 

地 域

湖 陵 

地 域

大 社 

地 域

斐 川 

地 域
計

 

保育所

市立 １ ２ １ ４

 
私立 ３４ ６ １ ３ ６ ５０

 
計 ３５ ６ ２ １ ３ ７ ５４

 

幼稚園

市立 １６ ２ １ ３ ３ ２５

 
私立

 
計 １６ ２ １ ３ ３ ２５

 

認定 

こども園

市立

 
私立 １ １ ２ ４

 
計 １ １ ２ ４

 
小学校(市立) １３ ６ １ １ １ ３ ４ ２９
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２　保幼小連携の現状及び成果と課題 

本市における保幼小連携の現状及び成果と課題を明らかにするため、下記の６つの視

点から「保幼小連携チェックシート」による評価を実施した。 

 

⑴　幼児と児童の交流に関すること 

【成果】 

○　保幼小の情報交換の効率化 

○　方法を厳選した交流活動の実施 

○　幼児の就学への期待や憧れ、安心感や親近感の醸成 

○　児童の思いやりの心の醸成、自己有用感の育成 

【課題】 

○　事前・事後の協議・検証による共通理解の推進 

評価の視点 

⑴　幼児と児童の交流に関すること 

⑵　保育士等・幼稚園の教職員と小学校の教職員の連携に関すること 

⑶　所・園・校内の協力体制に関すること 

⑷　保護者や地域への啓発活動に関すること 

⑸　接続期のカリキュラムに関すること 

⑹　年中児の時期からの情報共有に関すること
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○　互恵性をより意識した活動の推進 

【考察】　 

年度当初の担当者連絡会及び交流に関する事前・事後の協議・検証の実施につ

いては、令和２年度は「できなかった」「十分にできなかった」の数値の合計が、

全体の６０％を超えた。対面での実施はできにくかったものの、電話やＦＡＸ、

メール等の代替手段により、綿密に情報交換を行った事例があった。令和３年度

以降は回復傾向にあるが、引き続き実施方法を工夫したり、対面で行う際も時間

を制限する等、効率化が図られている。 

交流活動を実施した際、事前の協議は行ったが、時間の確保の難しさや周知が

不十分だったため事後の検証はできなかったとする事例が多数あった。一方、Ｆ

ＡＸ等の紙面によって検証を図ったり、交流活動当日に振り返る会を実施したり

する等、今後の参考になる事例もあった。厳しい条件の中ではあったが、回復傾

向にある交流活動の実施が可能になったのも、前年度の課題をもとに交流活動の

年間計画を立て、見通しをもって取り組もうと各所・園・校で継続してきたこと

の成果だと考える。また、交流活動の内容は、ビデオレター・手紙のほか、短時

間での授業見学・保育体験・休み時間の遊び等、前例に捉われない工夫が見られ

たことは、保幼小職員の熱意の現れである。 

交流活動を行うことによって、幼児は、期待や憧れ、安心感や親近感をもって

小学校へ入学するようになり、児童は幼児に頼られる経験を通して自己有用感を

高めるとともに、思いやりの心を育む機会となる。保幼小職員にとっても就学ま

でに経験させておきたい内容を再確認できたという意見もあった。 

一方、交流活動に参加する保幼小職員が、そのねらいの共通理解ができていな

いという意見もあった。また、コロナ禍前に実施していた交流活動等の内容が、

所・園・校内体制の変化もあり、うまく引き継がれていない状況もあった。この

ことから、今後は互恵性のある活動にするためにも、活動のねらいや目的の明確

化・焦点化とともに、活動の計画・実施にあたっては、保幼小職員がより一層の

共通理解を図りながら進めていくことが大切であると考える。 
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⑵　保育士等・幼稚園の教職員と小学校の教職員の連携に関すること 

【成果】 

○　保育、幼児教育、小学校教育に対する相互理解の深まり 

○　就学後の生活への見通しの認識 

○　行事や他の研修に合わせた合同研修会の設定 

【課題】 

○　全教職員が研修、体験、交流に参加できる仕組みづくり 

【考察】 

保幼小職員合同研修の実施については、令和２年度は「できなかった」「十分に

できなかった」の数値の合計が、全体の８０％近くを示した。中止が大半を占め

たが、実施された場合は、対面以外に、ＤＶＤ作成によるものであったり、Ｗｅ

ｂを利用したり、中学校区での連携の会を活用したりする等、今後の開催の在り

方の参考になるような工夫が見られた。合同研修について、「不安なく小学校に移

行できるよう、保幼小職員で学びと育ちについての共通理解を図ることができた。」

「校区で統一した目標を決めて取り組むことができた。」等の意見があり、実施に

より相互理解が深まったと言える。 

保育見学や幼児教育体験、授業見学や小学校教育体験の実施率については、令

和４年度は、６０％から８０％程度であったが、限られた者の交流にとどまって

いる感がある。そのような中でも、実施した事例としては、小学校の管理職や特

別支援教育コーディネーター等のみが各所・園へ出向く形式や、初任者や中堅教

諭の研修を兼ねて幼児教育体験とする等、人数を制限して訪問の機会を設定した

り、小学校の学習公開日に保幼職員が授業見学に訪れたりする等の報告があった。

行事や研修等の機会を見学や体験の場とすることで、日程調整や計画の立案等の

負担軽減の観点から、実施にあたって今後の参考になると思われる。 

保幼小職員合同研修、保育見学や幼児教育体験、授業見学や小学校教育体験の

実施率は、全体として年度を重ねるごとにコロナ禍前の状況へ回復傾向にある。

保幼小職員が実際に保育体験や授業に参加することで、相互理解の醸成とともに、

見通しをもった保育・教育や交流の実施につなげることができる。このことから、

今後は全教職員が参加できる研修、体験、交流の機会創出や仕組みづくりが重要

である。 
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⑶　所・園・校内の協力体制に関すること　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

○　連携の意義や重要性について所・園・校内での共通理解 

○　所・園・校内組織への「保幼小連携部」の位置づけによる協力体制の確立 

【課題】 

○　「基本計画」等を用いた、全教職員による所・園・校内研修の実施 

【考察】 

「経営案への連携に関することの明記」「所・園・校内組織への『保幼小連携部』

の位置づけ」については、９０％以上が実施されている。多くの所・園・校で組

織的な協力体制が整ってきており、連携の意義や重要性についての理解は図られ

ているといえる。 

しかし、「基本計画」を用いた研修については、令和元年度と令和４年度を比較

すると、ほぼ横ばいで、所・校においての実施率は４０％程度にとどまっている。

保幼小連携担当者による話し合いや研修は計画的に実施されるようになってきた

が、所・園・校とも全職員で研修していくことが今後の課題であり、年間計画の

もと実施できるよう呼び掛けていく必要がある。 

　　　　　今後、「第３期計画」を全教職員に周知したり、「第３期計画ダイジェスト版リ

ーフレット」を所・園・校内研修会等で活用したりすることが大切である。担当

者のみならず、所・園・校の全教職員が保幼小連携の目的や意義を理解すること

が、幼児期から児童期への円滑な接続につながっていくと思われる。 

10



⑷　保護者や地域への啓発活動に関すること　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

○　基本的生活習慣定着のための共通シートの作成・活用等による理解促進 

○　保護者や地域への説明、情報発信の工夫や充実 

【課題】 

○　親学プログラム等を活用した参加型研修の実施 

【考察】 

「基本的生活習慣定着のための取組や共通シートの作成、活用」については、

「中学校区で一貫した取組を行うことで保護者の気づきが生じた」「きょうだい

で同時期に取り組むことで、子ども自身が意識して生活したり、家族で生活習慣
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を見直したりすることに繋がった」「幼小共通シートを作り、幼小同時に取り組む

ことで生活習慣の定着を目指している」等、実践を通した効果が見られた。 

「連携の意義、必要性等について説明する機会の設定」において、保護者会等

での説明や所・園・校便り、地域への広報誌を活用し、啓発を図っている。今後

は、ホームページやブログ等の利用による情報発信や周知を進めていく必要があ

る。 

「参加型の保護者研修の実施」については、コロナ禍においては、参加型が難

しい中、感染対策を講じたうえで、分散型の開催や広い会場の利用、ＤＶＤ配付

等の工夫した形での研修の実施も見られた。 

参加型保護者研修は、有効なものではあるが実施率が低いことから、「メディア

の影響」や「親子で楽しむ運動遊び」「食育」「子どもへの褒め方や叱り方」等、

保護者としての役割や子どもとのかかわり方についての気づきを促すとともに、

保護者のニーズや課題に応じた研修を今後も実施していくことが必要である。 

今後、小学校においては、年長児の保護者への授業公開への案内、幼稚園、保

育所等においては、幼稚園運営協議会や理事会等を活用した保幼小連携推進の取

組紹介や情報交換が進められるとよいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12



⑸　接続期のカリキュラムに関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

○　ほぼ全ての所・園・校におけるアプローチカリキュラム、スタートカリキュ

ラムの作成 

○　各カリキュラム活用による保幼小連携の取組の推進 

【課題】 

　　○　保幼小職員が連携した各カリキュラムの検証と見直しの実施 

【考察】 

　　第２期計画において、ほぼ全ての所・園・校で各カリキュラムの作成が行われ

た。コロナ禍により保幼小職員同士の交流や情報共有の機会が確保しにくかった

にもかかわらず、それぞれの所・園・校で可能な限りの連携が行われていた。第

３期計画では、各カリキュラムの実施が有効であったかどうかに視点をおいた、

保幼小職員での情報共有を図るとともに、ＰＤＣＡサイクルによる検証を行って

いくことが大切である。 

　　　グラフでは、幼稚園と小学校が令和３年度から令和４年度にかけて微減となっ

ている。これは、各カリキュラムが作成はされているが、見直しや充実の面での

課題があることを表している。また、担当職員の入れ替わりがあった場合におい

ても、各所・園・校のカリキュラムの目的や内容について確認や共通理解を図る

必要性がある。 
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⑹　年中児の時期からの情報共有に関すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

○　保幼小職員による年中児情報の共有 

○　小学校の新入生受入れ準備の充実 

【課題】 

○　幼児情報の有益な共有 

【考察】 

　　　　　本取組は、年中児保護者が子どもの生活状況や入学予定校等を記入した「そだ

ちの応援シート」（※様式７　以下、「応援シート」という）をもとに、幼児の円

滑な就学のために、保幼小職員が年中児の時期から幼児の情報共有をするもので

ある。また、応援シートを介して保護者への相談機会の提供を行う「年中児発達

相談事業」を実施することで、幼児期から児童期への円滑な接続と成長段階に応

じた切れ目のない支援の相乗効果が期待される。 

　　　　　事業評価では所・園・校とも９０％以上が肯定的な評価をしており成果があが

っている。保育所等・幼稚園からは「年中児の時期からの子どもの様子や保護者

の心配ごとや相談したいことが把握でき、有効に活用している。」「小学校との連

携がスムーズになった。」小学校からは「早期に情報共有することで見通しをもっ

て就学に向けた準備ができる。」などの意見が多くあった。 

　今後も本事業の継続を図りつつ、所・園・校間で、子どもの見取りの視点や必

要な情報の擦り合わせを行いながら、共有した情報をより有効に活用していくこ

とが大切である。 
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３　保護者の意識 

　　令和６年度に小学校入学を迎える出雲市内保育所等、幼稚園の年長児の保護者（令和

５年７月１日時点の年長児数１４６８名、回答数６９９名）に対し、令和５年７月に以

下の内容について「保幼小連携に係る保護者アンケート」を実施した。 

結果は以下のとおりである。 

⑴　小学校入学に際しての不安や心配の状況 

①　小学校入学についての不安や心配の有無　 

〔％〕 

 

　不安や心配が「ある」と答えた保護者は、

平成３０年度調査７２．７％、令和５年度

調査６６．３％で微減となっているものの、

依然としてその割合は高くなっている。 

 

 

②　第１子と第２子以降の不安や心配の有無　 

〔％〕 

 

不安や心配が「ある」と答えた保護者の

割合は、第１子が８９．７％と第２子以降

より高い。初めて就学を迎える子どもをも

つ保護者の多くが何らかの不安や心配を

抱えていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート内容 

⑴　小学校入学に際しての不安や心配の状況 

⑵　所・園・校に対する要望事項 

⑶　保護者としてすべきこと、子どもに身につけさせたいこと
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15



③　不安や心配な内容　　※回答は複数選択　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校入学について不安や心配が「ある」と回答した保護者は、どんなことに不

安や心配があるのかについての内訳である。 

平成３０年度調査と令和５年度調査の比較では、全体的な傾向として、変化は見

られない。 

『登下校』では「安全面」、『人間関係』では「同級生に関すること」、『学校生活』

では「時間を意識した行動」、『学習面』では「学習内容」が最も高くなっている。 
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⑵　所・園・校に対する要望事項　　※回答は複数選択 

　①　保育所等及び幼稚園に対して　　　　　〔％〕 

　 

 

 

 

 

 

 

 

②　小学校に対して　　　　　　　　　　　〔％〕 

　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

⑴－③の回答結果からも登下校の安全面に不安があることが分かっている。小学校

へ入学し、自分で歩いて登下校することが基本となる中で、所・園・校に対しても、

「道路を歩く練習や交通ルールの徹底」「登下校における安全指導」の要望が高くなっ

ている。 

また、「小学校への期待感や小学校へ向かう意識づくり」についても、要望の割合が

高く、保育所等及び幼稚園だけではなく、小学校と連携した取組が必要と考えられる。 

そうしたことから、保護者が小学校での生活や学習、安全対策等について理解し、

見通しをもち、親子で喜びや期待感をもって安心して入学を迎えることができるよう、

配慮する必要がある。所・園・校が様々な機会を利用し、幼児教育と小学校教育の内

容や連続性、また環境の変化､安全対策の方針等についてわかりやすく伝えることが

保護者支援につながると考える。また、このような保護者の意見や考えを、所・園・

校側が共有し、それについての支援や対策を保護者とともに確立する等双方向の取組

を行うことが大切である。 
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その他
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⑶　保護者としてすべきこと、子どもに身につけさせたいこと　　※回答は複数選択 

〔％〕　　　　　 

 

このように、保護者が身につけさせたいと感じている項目について、所・園・校の

それぞれが認識を深めたうえで、保護者と連携を図り、ともに育成していくことが大

切である。そのためにも、保護者・地域・所・園・校・行政・関係機関が１つのチー

ムとなって社会に開かれた学校づくりを推進し、交流活動､相互見学､合同研修会の開

催等により相互の意見が子どもの発達や育成に結びつくよう継続していくことが重要

である。 
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相手の気持ちを考えたり、ルールを守ったりする等の集団生

活をしていくうえで大切なこと
早寝、早起き、朝ごはん等、規則正しい生活リズムを整えるこ

と
あいさつ、「ありがとう、ごめんなさい」等を言う礼儀やマナー、

言葉遣い
人の話を聞くこと

ひらがなの読み書きや数を数えたりすることへの興味を持た
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その他
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４　期待される姿 

「現状及び成果と課題」及び「幼保小の架け橋プログラム」(令和４年４月　文部科学

省)を踏まえ、保幼小連携における『期待される姿』を以下のとおりとする。 

 

 

 

期待される姿 

 

所・園・校 

　○　保幼小連携を通して社会に開かれた学校づくりを推進し、所・園・校の活

性化を図ることで、幼児教育・小学校教育の質を高める。 

 

幼児 

○　児童と交流したり小学校生活にふれたりすることで、入学時の不安や戸惑

いを軽減し、小学校への親しみや期待感、憧憬心を高めて小学校生活へ滑ら

かに移行する。 

 

児童 

○　幼児とふれあうことで、自らの成長を実感するとともに、思いやりの心や

自分を表現する力等､人と関わる力を伸ばす。また、自己有用感が高まり、学

びの姿勢によりよい影響を与えるとともに、お互いに認め合う雰囲気の中

で、確かな学力を身に付ける。 

 

保幼小職員 

○　相互見学や所・園・校内研修及び保幼小職員合同研修会等により、互いの

保育・教育の違いや幼児・児童の発達、学びのとらえ方への理解等の意識改

革を図り、保幼小職員としての資質を高める。 

 

保護者 

○　所・園・校からの啓発活動により、不安や心配を軽減し、喜びや安心感、

期待感をもって子どもの入学への準備を整える。また、基本的生活習慣の確

立や人とかかわる力、学びに向かう力の育成等についての自覚や責任をもつ

ことで、家庭での教育力を高める。 

 

地域 

　○　幼児・児童の学びの支援や見守り等、保育・教育に関わることにより、幼

児・児童の豊かな成長の支えとなるとともに、地域の教育力を高める。
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５　保幼小連携の充実に向けた方策 

本市では、第２期計画の成果や課題及び「幼保小の架け橋プログラム」(令和４年４月　

文部科学省)を踏まえ、市内全ての所･園･校において保幼小連携の充実を図るため、『期

待される姿』をめざし、次のとおり推進する。 

なお、本方策に基づく取組期間を、令和６年４月から令和１１年３月までの５年間と

する。また、「保幼小連携チェックシート」（様式３）により､毎年度１年間の取組を評価

し、改善につなげる。 

 

⑴　幼児と児童の交流に関すること 

①　『保幼小交流の日』の設定 

 

 

 

 

 

 

　 

②　交流活動の年間計画への位置づけ 

「出雲市保幼小連携年間計画」（様式２）及び「小学校と幼稚園・保育所等との交

流が可能な活動例（年間計画用参考資料）」を活用する。 

　 

③　互恵性を意識した質の高い交流　【重点方策】 

交流を進めるにあたり、所・園・校それぞれの保育・教育のねらいを達成できる

よう、以下のことに留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 流  れ 留      意      点

 

1 事前の話し合い

交流をすることによって、幼児と児童に育つものは何か、

その時間にどのような学びがあるのかという双方のねら

いを互いに理解する。 

(計画書のやりとりだけでなく、ねらいを互いにきちんと

伝え合う)。

 
2 保幼小職員によ

る幼児・児童への

協働的な関わり

交流活動中は保幼小職員同士も交流する。 

(幼児・児童の様子を異なる校種の者が見て話題にするこ

とで、子どもの見方や指導・支援の在り方の相違点の理解

につなげる。)

 
3 事後の話し合い

及び記録の保存

実施した交流活動について話し合う機会をもつ。 

(活動内容や幼児・児童の様子について時間を設けて話し

合い､その記録を保存することで、次の活動及び次年度に

生かす。)

実施日　　１０月第３火曜日 

対 象　　児童､年長児とその保護者 

会 場　　就学予定の小学校 

内 容　　年長児と児童の交流及び保護者の学校理解の促進 

その他　　「交流計画書」（様式1）の活用
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　⑵　保育士等・幼稚園の教職員と小学校の教職員の連携に関すること 

　　①　保幼小職員合同研修会の開催 

　　　　保幼小職員としての資質向上及び相互理解・連携の機会となる研修会を継続して

開催する。 

②　保育、授業の相互見学及び保育、授業研究会への参加【重点方策】 

保育所等・幼稚園の教職員が、新入生の小学校での様子を観察できるように、小

学校はその機会を創出する。 

保幼小の全教職員が相互見学を行い、見学前後に幼児・児童の見方や教材、指導

方法について話し合う機会をもつことで、幼児・児童の育ちや学びのつながりにつ

いての理解を深める。 

　　③　小学校教育体験・幼児教育体験の実施【重点方策】 

小学校の教職員による幼児教育体験や保育士等・幼稚園の教職員による小学校教

育体験を実施する。長期休業等の利用や短時間での体験等、実施の方法を工夫して

全教職員が経験することにより、連携の基盤づくりを進める。 

 

⑶　所・園・校内の協力体制に関すること 

①　保幼小連携担当者、副担当者の指名、報告 

②　所・園・校経営案等に保幼小連携に関することの明記 

③　所・園・校内組織に「保幼小連携部」の位置づけ　 

④　本基本計画等を用いた保幼小連携に関する研修の研修計画への位置づけと実施 

⑤　所・園・校内職員研修等における保幼小職員合同研修会の内容の共通理解 

 

⑷　保護者や地域への啓発活動に関すること 

①　「第３期保幼小連携推進基本計画ダイジェスト版リーフレット」（仮称）の作成 

　　　　　市内すべての保育所等・幼稚園の年長児の保護者、各所・園・校、地域学校運

営理事会理事等に配付する。 

②　基本的生活習慣定着のための保幼小共通シートの作成、活用 

保幼小をベースとしながら、中学校区で取り組んでいくことが望ましい。 

③　連携の意義、必要性等について説明する機会の設定 

④　年1回以上、年長児保護者への小学校の授業公開案内(小学校) 

⑤　親学プログラム等を活用した参加型研修の工夫(ＰＴＡ活動、学級・学年懇談等の

機会の活用） 

⑥　幼稚園運営協議会、地域学校運営理事会等での周知 

 

⑸　架け橋期のカリキュラム・接続期のカリキュラムに関すること【重点方策】 

① 架け橋期のカリキュラムの作成及び評価・改善と接続期のカリキュラムの見直し 

　架け橋期(５歳児から小学校１年生の２年間)の教育の充実を図り、生涯に渡る

学びや生活の基盤をつくるとともに、幼児教育施設から小学校への円滑な接続を

図るため、保幼小が協働して架け橋期のカリキュラム（様式４）を小学校区（中学

校区）ごとに策定する（令和９年度末までに作成）。また、この策定を受け、接続

期のカリキュラム(アプローチカリキュラム例とスタートカリキュラム例を参照)
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の見直しを図るとともに、いずれのカリキュラムも、実践しながら成果や課題を明

らかにする等、ＰＤＣＡサイクルで評価・改善していく。 

○架け橋期のカリキュラム…５歳児1年間から小学校1年生の２年間が対象 

○接続期のカリキュラム　…アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムの

こと 

○アプローチカリキュラム…年長児後半（１０月から３月）が対象 

○スタートカリキュラム　…１年生前半（４月から９月）が対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②　めあてと振り返りを意識した活動・学習の推進（新規） 

保育所等・幼稚園では、幼児がめあてをもって活動に取り組み、活動後には、自

分の気持ちをことばで振り返りができるようにする。小学校では、児童がめあてを

意識して学習に取り組み、自分のことばで発表したり記述したりするなど、まとめ

や振り返りができるようにする。 

③　重点的に取り組むテーマの設定（新規） 

年度ごとに、小学校区（中学校区）における保幼小連携に係る共通の「重点テー

マ」を設定し取り組むことにより充実を図る。 

 

⑹　年中児の時期からの情報共有に関すること 

年中児保護者が記入した応援シートを介して、保幼小職員が年中児の時期から幼児

の情報を共有し、相互理解を深めながら幼児の円滑な就学に向けて取り組む。 

また、小学校は保育所等や幼稚園から得た幼児の情報を基に、新入生に適した環境

を整え、新入生の受入れ準備の充実を図る。

５歳児 １年生

架け橋期のカリキュラム

接続期のカリキュラムスタートカリキュラム アプローチカリキュラム
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（様式 1） 

　交　流　計　画　書 

 

 

 

 

●連絡会の打合せのポイント 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　●交流の概要 

　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
 
 
 
 

 
●活動名

 保育所等名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者 

幼稚園　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者 

小学校　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者

 ●日時　　　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）

 ●共通の活動のねらい

 

 ●幼児の活動のねらい ●児童の活動のねらい

 

 ●事前指導 

　　幼児　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童 
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●交流の流れ 

 

●事後指導 

幼児　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童 

 

 

 

 

 
●検証（次の活動、次年度の活動に生かす） 

 時程 幼児への支援等 幼児･児童の活動 児童への支援等
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体
を

動
か

し
て

解
放

感
を

味
わ

う
。

●
友

達
と

声
を

掛
け

合
っ

た
り

、
一

緒
に

考
え

た
り

し
な

が
ら

遊
び

を
続

け
る

。
●

自
分

の
力

を
思

い
切

り
発

揮
し

、
友

達
と

競
い

合
っ

て
遊

ぶ
。

●
友

達
と

の
遊

び
を

満
喫

し
、

充
実

感
や

満
足

感
を

共
感

し
あ

う
。

●
抵

抗
感

の
あ

る
こ

と
、

困
難

な
こ

と
に

も
挑

戦
し

、
で

き
る

よ
う

に
な

る
喜

び
や

、
や

り
遂

げ
た

満
足

感
を

味
わ

う
。

●
春

の
自

然
や

身
近

な
生

き
物

に
触

れ
、

興
味

関
心

を
も

ち
な

が
ら

遊
び

に
取

り
入

れ
る

。
●

水
や

砂
、

赤
土

、
泥

な
ど

に
触

れ
、

感
触

を
味

わ
っ

た
り

、
試

し
た

り
し

な
が

ら
十

分
に

遊
び

を
楽

し
む

。
●

複
数

の
友

達
と

一
緒

に
共

通
の

目
的

を
も

ち
、

協
力

し
た

り
、

役
割

分
担

し
た

り
し

な
が

ら
遊

び
を

続
け

る
。

●
冬

の
自

然
に

親
し

み
、

寒
さ

に
負

け
ず

に
冬

な
ら

で
は

の
遊

び
を

楽
し

む
。

●
年

少
、

年
中

児
も

遊
び

に
誘

っ
た

り
、

進
ん

で
世

話
を

し
た

り
す

る
。

●
動

植
物

の
成

長
や

変
化

に
関

心
を

も
ち

、
見

た
り

、
と

っ
た

り
、

世
話

を
し

た
り

す
る

。
●

遊
び

に
必

要
な

ル
ー

ル
を

考
え

た
り

、
守

っ
た

り
し

な
が

ら
自

分
た

ち
で

遊
び

を
続

け
る

。
　

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

●
季

節
の

変
化

を
感

じ
た

り
、

自
然

物
を

遊
び

に
取

り
入

れ
た

り
す

る
。

●
春

の
訪

れ
に

気
付

き
、

就
学

に
向

け
て

意
欲

を
も

っ
て

生
活

す
る

。

◎
小

学
生

と
自

然
に

触
れ

合
っ

て
い

く
場

や
機

会
を

構
成

し
、

親
し

み
を

も
た

せ
る

。
◎

意
図

的
な

交
流

活
動

を
設

定
し

、
小

学
生

の
姿

か
ら

学
ぶ

機
会

を
　

　
増

や
す

。
●

小
学

校
教

育
へ

の
円

滑
な

接
続

を
意

識
し

、
年

長
児

と
５

年
生

、
年

長
児

と
１

年
生

な
ど

重
点

的
に

か
か

わ
り

を
も

つ
学

年
と

の
交

流
活

動
を

工
夫

す
る

。
●

学
校

生
活

を
意

識
し

た
生

活
リ

ズ
ム

作
り

を
工

夫
す

る
と

共
に

、
園

児
の

実
態

や
必

要
な

援
助

に
つ

い
て

情
報

交
換

等
を

行
う

。

◎
教

職
員

間
で

事
前

・
事

後
の

話
し

合
い

を
深

め
、

教
師

の
援

助
の

仕
方

を
追

求
し

、
多

面
的

な
幼

児
理

解
に

努
め

る
と

共
に

、
幼

稚
園

教
育

・
小

学
校

教
育

相
互

の
理

解
を

深
め

る
。

　
　

（
職

員
会

、
幼

小
合

同
職

員
会

、
研

究
部

会
他

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

◎
配

慮
を

要
す

る
子

ど
も

や
、

共
通

の
対

応
を

必
要

と
す

る
遊

び
の

場
な

ど
、

全
教

職
員

が
共

通
理

解
し

、
的

確
な

援
助

を
行

う
。

◎
遊

び
の

前
後

の
話

し
合

い
の

も
ち

方
を

工
夫

し
、

意
欲

や
活

動
が

継
続

す
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

◎
集

団
遊

び
な

ど
沢

山
の

友
達

、
い

ろ
い

ろ
な

人
と

一
緒

に
遊

べ
る

場
や

機
会

を
構

成
す

る
。

◎
寒

さ
に

負
け

ず
に

思
い

切
り

体
を

動
か

し
て

遊
べ

る
よ

う
に

屋
内

の
環

境
を

整
え

る
（
場

の
取

り
方

等
）
。

◎
戸

外
で

遊
ぶ

楽
し

さ
が

十
分

に
味

わ
え

る
よ

う
に

、
教

師
が

積
極

的
に

誘
い

か
け

た
り

、
一

緒
に

体
を

動
か

し
て

遊
ぶ

。

◎
異

年
齢

（
園

内
）
の

友
達

と
も

自
然

に
触

れ
合

っ
て

い
く
場

や
機

会
を

構
成

し
て

い
く
。

◎
子

ど
も

た
ち

が
安

定
し

て
遊

び
に

向
か

え
る

よ
う

に
学

級
の

子
ど

も
た

ち
を

中
心

に
支

え
て

い
く
。

　

◎
自

分
達

の
遊

び
が

発
展

す
る

よ
う

に
、

い
ろ

い
ろ

な
友

達
と

の
か

か
わ

り
が

深
ま

る
よ

う
に

、
い

ろ
い

ろ
な

友
達

の
良

さ
が

分
か

り
合

え
る

よ
う

に
、

話
し

合
い

の
も

ち
方

を
工

夫
す

る
。

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

（
遊

ん
だ

仲
間

の
場

で
、

学
級

で
、

園
内

で
、

交
流

の
場

で
）

◎
基

本
的

生
活

習
慣

（
身

辺
処

理
等

）
の

自
立

が
す

す
む

よ
う

個
別

の
指

導
、

配
慮

を
し

て
い

く
。

小 学 校

主 な 交 流 活 動 交 流 活 動 の ね ら い 交 流 園 内

◎
季

節
の

移
り

変
わ

り
や

自
然

現
象

な
ど

遊
び

の
中

で
感

じ
た

り
、

気
付

い
た

り
し

て
い

け
る

よ
う

な
環

境
構

成
や

言
葉

掛
け

を
し

て
い

く
。

◎
一

人
一

人
が

満
足

感
、

自
己

有
用

感
を

感
じ

て
学

年
を

修
了

で
き

る
よ

う
、

長
所

や
そ

の
子

の
頑

張
り

を
十

分
に

認
め

る
よ

う
な

活
動

、
言

葉
か

け
を

工
夫

す
る

。

◎
大

勢
で

遊
ぶ

楽
し

さ
や

、
繰

り
返

し
挑

戦
し

た
り

、
競

い
合

っ
た

り
し

て
、

友
達

と
楽

し
さ

を
分

か
ち

合
う

活
動

を
意

図
的

に
支

え
、

子
ど

も
た

ち
自

身
が

満
足

感
・
充

実
感

を
感

じ
取

れ
る

よ
う

な
言

葉
か

け
、

援
助

を
し

て
い

く
。

◎
小

学
生

の
遊

び
に

気
付

い
た

り
、

興
味

を
も

っ
た

り
で

き
る

よ
う

、
遊

び
の

中
で

一
緒

に
見

に
行

っ
た

り
、

仲
間

入
り

し
た

り
す

る
機

会
を

も
つ

。

全 校 ・ 全 園 児 で 　

か か わ る 活 動 5 歳 児

小 学 校 と の か か わ り に 関 す る 　 　

環 境 の 構 成 と 援 助

2
6



(様
式

3
)

項
　

　
　

　
　

目
評

　
価

で
き

な
か

っ
た

理
由

　
（
※

 簡
潔

に
記

入
）

1
年

度
当

初
の

担
当

者
連

絡
会

の
実

施

2
交

流
に

関
す

る
事

前
・
事

後
の

協
議

・
検

証
の

実
施

3
ね

ら
い

を
明

確
に

し
た

互
恵

性
の

あ
る

活
動

の
実

施
　

　
【
重

点
方

策
】

4
相

互
理

解
・
連

携
を

図
る

た
め

の
保

幼
小

職
員

合
同

研
修

の
実

施
（
市

主
催

の
合

同
研

修
会

は
除

く
）

5
小

学
校

教
職

員
に

よ
る

､保
育

見
学

や
幼

児
教

育
体

験
の

実
施

（
小

学
校

）
　

【
重

点
方

策
】

6
保

育
士

等
・
幼

稚
園

教
職

員
に

よ
る

､授
業

見
学

や
小

学
校

教
育

体
験

の
実

施
（
保

育
所

等
・
幼

稚
園

)　
【
重

点
方

策
】

7
所

･園
･校

経
営

案
へ

の
保

幼
小

連
携

に
関

す
る

こ
と

の
明

記

8
所

・
園

・
校

内
組

織
へ

の
「
保

幼
小

連
携

部
」
の

位
置

づ
け

9
「
第

３
期

出
雲

市
保

幼
小

連
携

推
進

基
本

計
画

」
等

を
用

い
た

保
幼

小
連

携
に

関
す

る
所

・
園

・
校

内
研

修
の

実
施

1
0

保
幼

小
で

基
本

的
生

活
習

慣
定

着
の

た
め

の
取

組
や

共
通

シ
ー

ト
の

作
成

、
活

用

1
1

連
携

の
意

義
、

必
要

性
等

に
つ

い
て

説
明

す
る

機
会

の
設

定

1
2

年
1
回

以
上

、
年

長
児

保
護

者
へ

の
小

学
校

の
授

業
公

開
案

内
(小

学
校

)

1
3

親
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

を
活

用
し

た
参

加
型

保
護

者
研

修
の

実
施

1
4

幼
稚

園
運

営
協

議
会

、
地

域
学

校
運

営
理

事
会

等
で

の
周

知

1
5

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成

及
び

評
価

・
改

善
(保

育
所

等
・
幼

稚
園

)　
【
重

点
方

策
】

1
6

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作

成
及

び
評

価
・
改

善
(小

学
校

)　
【
重

点
方

策
】

1
7

め
あ

て
と

振
り

返
り

を
意

識
し

た
活

動
・
学

習
の

推
進

　
【
重

点
方

策
】

1
8

重
点

的
に

取
り

組
む

テ
ー

マ
の

設
定

　
【
重

点
方

策
】

1
9

情 報
共 有

年
中

児
の

時
期

か
ら

の
情

報
共

有
の

充
実

第
３

期
出

雲
市

保
幼

小
連

携
推

進
基

本
計

画
に

基
づ

く
「
保

幼
小

連
携

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
」

記
載

日
　

　
　

  
年

　
　

  
月

  
　

　
日

　
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 　

所
・
園

・
校

名
( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
　

　
　

  
  
 )
　

　
記

載
者

( 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
)

評
価

 ：
 該

当
す

る
番

号
を

記
入

　
【
1
.で

き
た

　
2
.や

や
で

き
た

　
3
.ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
で

き
な

か
っ

た
　

4
.で

き
な

か
っ

た
】

交 流 連 携 体 制 啓 発 教 育 課 程

2
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ア
プ
ロ
ー
チ
期

ス
タ
ー
ト
期

接
続
期
の
育
ち
の
つ
な
が
り
(キ
ー
ワ
ー
ド
・
ね
ら
い
と
主
な
内
容
）

自
分
な
り
に
（自
分
た
ち
で
）見
通
し
を
も
っ
て
生
活
す
る

Ａ
新
し
い
環
境
に
適
応
し
て
生
活
す
る

友
だ
ち
や
先
生
と
一
緒
に
遊
び
、
生
活
す
る

Ｂ
身
近
な
人
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
思
い
を
伝
え
合
い
、
人
間
関
係
を
育
む

身
近
な
人
、
も
の
、
こ
と
に
興
味
や
関
心
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、
　
考
え
た
り
試
し
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
遊
ぶ
Ｃ

教
科
学
習
等
の
基
礎
と
な
る
興
味
、
関
心
や
意
欲
、
能
力
を
培
う

幼
稚
園
教
育
要
領
、
保
育
所
保
育
指
針
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
「
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
及
び
小
学
校
学
習
指
導
要
領
を
参
考
に
作
成

①
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
す
す
ん
で
遊
ぶ
。
運
動
遊
び
を
楽
し
む
。

②
生
活
の
き
ま
り
、
遊
具
の
使
い
方
、
交
通
ル
ー
ル
を
分
か
り
、
守
ろ
う
と
す
る
。

③
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
。
（
衣
服
の
着
脱
・
持
ち
物
の
始
末
、
排
泄
等
）

④
遊
び
や
活
動
の
仕
方
を
考
え
、
見
通
し
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

⑤
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
楽
し
く
食
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
良
い
姿
勢
で
話
を
聞
く
。

⑦
当
番
の
仕
事
や
遊
び
の
準
備
、
片
付
け
を
す
る
。

⑧
安
心
感
を
も
っ
て
生
活
す
る
。

健 康 な 心 と 体

①
す
す
ん
で
遊
ぶ
。
め
あ
て
を
も
っ
て
運
動
や
体
力
づ
く
り
を
す
る
。

②
学
校
の
き
ま
り
を
知
り
、
安
全
に
気
を
つ
け
て
生
活
す
る
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
に
登
下
校
す
る
。

③
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
（
着
替
え
、
持
ち
物
の
始
末
、
片
付
け
）

④
遊
び
や
活
動
の
手
順
を
理
解
し
、
見
通
し
を
持
っ
て
参
加
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
く
給
食
を
食
べ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
良
い
姿
勢
で
椅
子
に
す
わ
っ
て
学
習
す
る
。

⑦
当
番
や
係
の
仕
事
を
友
達
と
協
力
し
て
す
る
。

①
自
分
か
ら
挨
拶
を
し
、
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の
心
地
よ
さ
を
味
わ
う
。
（
お
は
よ
う
・
あ
り
が
と
う
等
）

②
し
て
も
良
い
こ
と
と
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

③
友
達
と
考
え
を
出
し
合
い
、
工
夫
し
活
動
す
る
。

④
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
楽
し
さ
を
感
じ
、
つ
な
が
り
を
感
じ
な
が
ら
遊
ぶ
。

⑤
互
い
に
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
い
、
受
け
止
め
合
い
な
が
ら
遊
ぶ
。

⑥
友
達
の
よ
さ
を
認
め
る
。

⑦
身
近
な
人
に
親
し
み
を
も
ち
、
触
れ
合
い
を
楽
し
む
。

人 と の か か わ り

①
自
分
か
ら
進
ん
で
挨
拶
を
し
て
人
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
。

②
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
。

③
友
達
と
考
え
を
出
し
合
い
、
自
分
の
考
え
に
生
か
す
。
工
夫
し
て
活
動
す
る
。

④
友
達
と
楽
し
く
活
動
し
、
つ
な
が
り
を
感
じ
る
。
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
の
良
さ
に
気
づ
く
。

⑤
自
分
の
思
い
や
考
え
を
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
話
そ
う
と
す
る
。
相
手
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
は
相
談
し
た
り
自
分
た
ち
で
解
決
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

⑥
友
達
の
良
さ
を
認
め
る
。
自
分
の
良
さ
に
気
づ
く
。

⑦
地
域
の
人
や
上
級
生
と
進
ん
で
関
わ
ろ
う
と
す
る
。

①
季
節
の
変
化
、
自
然
の
不
思
議
さ
、
美
し
さ
に
気
付
き
、
遊
び
に
取
り
入
れ
る
。

②
身
近
な
動
植
物
に
愛
情
（
愛
着
）
を
も
ち
、
大
切
に
扱
お
う
と
す
る
。

③
伝
統
的
な
行
事
を
体
験
し
、
日
本
や
地
域
の
文
化
に
親
し
む
。

④
絵
本
や
物
語
、
紙
芝
居
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
想
像
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

⑤
友
達
と
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
な
が
ら
、
表
現
し
た
り
、
演
じ
た
り
す
る
。

⑥
様
々
な
こ
と
に
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
。

⑦
様
々
な
遊
び
の
中
で
、
数
量
や
図
形
、
文
字
な
ど
に
触
れ
、
親
し
み
を
も
つ
。

⑧
体
験
を
通
し
て
好
奇
心
や
探
究
心
を
も
ち
、
工
夫
し
な
が
ら
遊
ぶ
。

⑨
共
通
の
め
あ
て
に
向
か
っ
て
、
友
達
と
協
力
し
て
取
り
組
む
。

⑩
自
分
な
り
の
め
あ
て
を
も
ち
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
遊
び
を
続
け
る
。

遊 び ・ 学 び の 力

①
自
然
の
変
化
や
美
し
さ
を
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
学
習
活
動
に
進
ん
で
取
り
組
む
。

②
動
植
物
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
学
習
活
動
に
進
ん
で
取
り
組
む
。

③
日
本
や
地
域
の
行
事
・
文
化
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
学
習
活
動
に
進
ん
で
取
り
組
む
。

④
物
語
を
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
し
て
、
場
面
を
豊
か
に
想
像
す
る
。

⑤
自
分
の
体
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
伸
び
伸
び
と
表
現
し
、
伝
え
よ
う
と
す
る
。

⑥
新
し
い
こ
と
に
も
意
欲
を
も
ち
、
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
。

⑦
平
仮
名
を
正
し
く
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
し
よ
う
と
す
る
。
１
０
ま
で
の
数
に
つ
い
て
、
書
き
方
や
読
み
方
、

　
そ
の
意
味
や
大
小
に
つ
い
て
経
験
を
も
と
に
考
え
よ
う
と
す
る
。

⑧
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
体
験
活
動
に
進
ん
で
取
り
組
む
。

⑨
め
あ
て
に
向
か
っ
て
友
達
と
協
力
し
て
取
り
組
む
。
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（参考） 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

⑴健康な心と体 

園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働 
かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

⑵自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないこと 
を自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂 
げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

⑶協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、 
考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

⑷道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を 
振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようにな 
る。また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを 
付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

⑸社会生活との関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中  
で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ  
喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。また、園内外の様々な環境に関わる中  
で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合っ  
たり活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の  
施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。  

⑹思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付い 
たりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむように 
なる。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付 
き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいな 
がら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

⑺自然との関わり・生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心 
をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然 
への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、 
生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとして 
いたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

⑻数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や 
文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感 
覚をもつようになる。 

⑼言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表 
現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意し 
て聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

⑽豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕  
方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する  
過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。
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（様式７） 

（　　　）年度　出雲市 

年中児　そだちの応援シート 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１　このシートは、保護者の皆さんにお子さんの様子やこれまでの子育てを振り返っていた

だくきっかけとするとともに､関係団体が保護者と一緒にお子さんのこれからの育ちを支

える目的で、次のことに使用します。 

（１）お子さんの成長等について保護者と園の相互理解を深めるために、幼稚園・保育所・

認定こども園等が行う個人面談で使用します。 

　（２）市の専門職員による相談を希望される保護者との相談に使用します。 

　（３）小学校が、お子さんを迎えるための準備に利用します。 

※関係団体は、次のとおりです。 

①お子さんが在籍する幼稚園､保育所､認定こども園等 

　　　②お子さんの入学予定の出雲市立小学校 

③出雲市（子ども政策課・保育幼稚園課・健康増進課） 

④出雲市教育委員会（学校教育課・児童生徒支援課） 

２　シートを、目的以外のことに使用することはありません。 

３　シートは、本年度５歳になる全てのお子さんが対象です。 

４　このシートは、上記の関係団体が共有することをご理解いただいたうえで､お子さんの

保護者がご記入ください。 

出雲市　・　出雲市教育委員会　・　出雲市立小学校　・　保育所幼稚園等 
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 　　　　　　　　（　　　）年度　年中児　そだちの応援シート　　　　　　　　　　　　

◇お子さんのここ 1 か月の様子や生活等について、記入できる範囲でお書きください。（記入方法は、□に✔、○印、自由記述など） 

１．生活時間について　起床（　　　　時　　　　分）頃　・　就寝（　　　　時　　　　分）頃 

２．食事について　　　(1) 欠食がありますか　　□ ない　　　□ ある（　　　　　　回／週） 

　　　　　　　　　　　(2) 偏食がありますか　　□ ない　　　□ ある（　　　　　　　　　） 

３．排泄について　 

おしっこやうんちは一人でできますか　□ できる　　□ 助けが必要（　　　　　　　　　　　） 

４．テレビやＤＶＤ、スマートフォンやタブレットなどの電子メディアを、１日どれくらい見たり触れたり

しますか。　□ ３０分未満　  □ 1 時間まで　  □ 1～2 時間　  □ ３時間以上（　　　　時間） 

５．保護者が育児等で困った時に相談できる人がいますか。（該当する人すべてに○をしてください）　　 

　　□ い　る → 配偶者 ・ 親 ・ 兄弟姉妹 ・ 友人 ・ 保育士や担任 ・ 医師 ・ その他（ 　　　　　　） 

□ いない　 

６．お子さんの様子等について 

 ふ　　り　　が　　な 　性　別 　　　　　　所属園

 
お子さんのお名前 住　所 出雲市　　　　　　　　町　　　　　　　　番地

 生　年　月　日 　　　年　　　　月　　　　日

現時点の 

入学予定先

□ほぼ決まっている 

　（予定先：　　　　　　　　　　　学校） 

 

□未定

 

同居のご家族
□父　　　　□母　　　　□兄・姉　　　

□弟・妹　　□祖父母　　□その他

 
記入者(保護者)名 続　柄 記入日 令和　　年　　　月　　　日

 
質 問 項 目（右欄のあてはまるところに○をつけてください） できる

できる時とでき

ない時がある

今はまだ 
できない

 ① 片足で５秒くらい立つ

 ② 線にそってハサミで切る

 ③ 言葉で自分の気持ちや状況を伝えたり、会話のやりとりをする

 ④ 一人で衣服の着脱（ボタン、ファスナーも）をする

 ⑤ おもちゃや道具を友達と順番に使う

 ⑥ 欲しいものがあっても、説得されれば我慢する

 ⑦ ストーリー性のある物語（絵本、紙しばい等）を､興味をもって聞く

 ⑧ じゃんけんの勝ち負けがわかる

 ⑨ 手本（見本）をみて、丸や四角などがかける

 ⑩ 親や先生との簡単な約束を守る

 ⑪ おにごっこやイスとりゲームなどのルールを理解して遊ぶ

 ⑫ たくさんの中から「３つちょうだい」と大人が言うと３つ渡す

 ⑬ ままごとなどで、役割を交代しながら遊ぶ

 質 問 項 目（右欄のあてはまるところに○をつけてください） よくある 時々ある ほとんどない

 ⑭ いろいろなことに興味がうつったり、気が散ったりする

 ⑮ 気に入らないとカッとなったり、かんしゃくをおこしたりする

 ⑯ 周りに友達がいても、その友達と一緒に遊ぶよりも一人で遊ぶ

 ⑰ 初めての場面では特に不安になったり、自信がなかったりする様子がある39



 
７．お子さんの「得意なこと」や「自慢できること」をご記入ください。 
　　 

 

 

 

８．その一方で、「もう少し成長してほしいな」と思われることがあればご記入ください。 

 

 

 

 

９．子育てが「楽しいな」、「幸せだな」と感じるのはどのような時ですか。 

 

 

 

 

10．その一方で、子育てが「大変だな」と感じるのはどのような時ですか。 

　　 

 

 

 

11．お子さんの育ちについて、「心配なこと」や「相談したいこと」がありますか。 

□ ない　 

□ ある（複数回答　可） 

　 

□ 成長や発達について 

□ 生活習慣(排泄/食事/睡眠等)について 

□ くせや性格、行動について 

□ しつけについて 

□ 小学校等への就学について 

□ その他 

　　　　　　　　　　　　　　 

12．現在、お子さんの育ちについて、相談・医療・療育機関等を利用していますか。 

□ 利用していない 

□ 利用している（今後利用予定含む）　 

機関・施設名： 

内　　　　容： 

利 用 頻 度 ：　　　　　 

　　　　　利用開始時期：　平成・令和　　　年　　　月～ 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　～　ご協力ありがとうございました。～　 

「ある」場合…具体的にどんなことですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

　□ このことについて、保健師や心理士な
どにも相談してみたい。 
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資 料 

令和５年度 出雲市保幼小連携推進委員会委員（出雲市立教育研究所研究員）名簿 

 

区分 所属・職 氏  名 備  考 

小学校 

湖陵小学校    校長 落合 克彦 委員長 

神西小学校    校長 布野 光信 
副委員長 
カリキュラム部会リーダー 

高浜小学校    校長 廣澤  守 調査・構想部会 

北陽小学校    教頭 有田 幸樹 カリキュラム部会 

平田小学校    教頭 高見 亮一 調査・構想部会 

幼稚園 

中央幼稚園    園長 川上架津美 
副委員長 
カリキュラム部会 

西野幼稚園    園長 高橋由里子 調査・構想部会 

稗原幼稚園    園長 加藤 道夫 カリキュラム部会 

大社幼稚園    教頭 和田 博充 調査・構想部会 

湖陵幼稚園    教頭 若月 聖子 カリキュラム部会 

保育所 

たちばな保育園  園長 堀江 泰誠 
副委員長 
調査・構想部会リーダー 

すぎの子保育園  園長 鐘推 千春 カリキュラム部会 

認定こども園北陵保育園  主任 池田 由佳 調査・構想部会 

出雲すみれ保育園 主任 岡田 真弓 カリキュラム部会 

窪田保育所    主任 大野さやみ 調査・構想部会 

［順不同］ 

任命及び委嘱期間  令和５年４月２６日から令和６年３月３１日 
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